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　昭和51年に小松町選挙管理委員に就任されて以来、
24年の長きにわたり職務に精励され、この間、同委員
会委員長を務められるなど、公正な選挙の執行管理と
選挙啓発に多大な貢献をされました。

古川在住の藤本豊實氏

　自発的・主体的に地域で環境保全活動などに取り組ん
でいる団体や個人をたたえる「えひめ環境賞」に、市内
の藤本豊實氏（古川甲）が選ばれ、３月13日に県庁で表
彰式が行われました。
　藤本氏は、太陽光発電システムや温度が一定で豊富な
地下水を活用した冷暖房器具を自宅に設置するなど、長
年にわたり自宅の省エネルギー化に努められています。
　また、省エネルギーや
リサイクルの環境学習、
講演活動にも取り組まれ
ています。

▲

県庁で行われた表彰式（右
　端が藤本豊實氏）

　命と暮らしの根幹に関わる日本の食と農を見つめ
直し、真に豊かな「食」と「農」のあるべき姿と、
その実現方策のヒントを、地域の暮らしや生産、教
育の現場から考える機会として、研究者や学生が地
域に学び、市民と対話する大会を開催します。

開催日

場　所

５月23日(金)～25日(日)

総合文化会館 ※25日は現地見学会

主催：システム農学会、西条市
後援：愛媛県、中国四国農政局、農村計画学会、ＪＡ西条、ＪＡ周桑、ＪＡ東予園芸、西条商工会議所、周桑商工会　協賛：㈱西条産業情報支援センター、アサヒビール㈱

シンポジウム
●食と農が拓く地域の未来
　西条市長　伊藤宏太郎
●次世代へつなぐ～農業教育の現場から
　西条農業高等学校教諭　松尾義男氏
●農と食をつなぐ水：環境トレーサビリティ研究の最前線
　総合地球環境学研究所教授　中野孝教氏
●田んぼの見えないところで地産地消を考える
　東京大学新領域創成科学研究科教授　山路永司氏

総合討論

研究発表会
●一般研究発表　システム農学会会員
●特別発表　市内農業専攻高校生、行政など

現地見学会
●山間集落、生産組合、農産物直販所などの視察

５月23日(金)　13時～

５月24日(土)　９時30分～

５月25日(日)　９時～

大会への参加申込方法

西条農業高等学校教諭
松尾義男氏
グリーン環境科教諭。農場長。平成17年３月
から生徒とともに千町棚田保全活動に取り組
んでいる。耕作放棄された棚田では、雑穀、
イネ、草花などの栽培に取り組んでいる。

総合地球環境学研究所教授
中野孝教氏
専門は資源地質学、同位体環境学。地球化学
的なトレーサビリティー手法を用いて、地球
表層の物質循環とそれに及ぼす人との関係に
ついて研究している。

東京大学新領域創成科学研究科教授
山路永司氏
専門は農業環境学、農業工学。農地の整備技
術や農業が環境に及ぼす影響について多面的
な研究を行っている。主な著書に「新版・農
村計画学」「農地工学」など。西条市出身。




